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甲賀流戦国歴史講演 甲賀流・戦国の城を楽しむ 
「戦国の城の魅力」 
 

日時：2020年 2月 8日（土）14:20～15:00 

会場：碧水ホール 

萩原さちこ（城郭ライター・編集者、公益財団法人日本城郭協会理事） 

 

 
 
○ 戦国の城を歩く 
 

「なぜ、“何もない”山城が人々を魅了するのか？」 

… 建造物がない＝何もない、ではない。 

都市化された近世の城より城の骨組みは残存し、”戦国のリアル”は戦国時代の山城にこそ残っている。 

① 研ぎ澄まされた先人の知恵に触れられる喜び 

戦国時代の山城にとって、建造物はさほど重要ではなく、土木技術がものをいう。 

山に刻まれた城の遺構が、どう守り、どう戦うか、戦略をそのまま伝えてくれる。 

② 近世の城とは異なり個性がある 

統一化、規格化されていない縄張（設計）。個々が知恵と技術をめぐらせた結晶から、先人の息遣いが感じられる。 

 

 

○ 戦国の城の魅力 
 

① 「縄張」を読み解く楽しみ 

 

● 山中城（静岡県三島市） 

… 小田原城を本城とする北条氏の支城。 

北条氏が多用した「障子堀」がよく残る。東海道を挟み込んだ縄張も秀逸。 

天正 18年（1590）の秀吉の小田原攻めの際、北条氏が大改修。東海道を挟み込むようなV字の設計。 

 

● 玄蕃尾城（滋賀県長浜市・福井県敦賀市） 

… 天正10年（1582）、賤ヶ岳合戦の本陣として柴田勝家により築かれた陣城。 

南北に主要な曲輪を４つ並べて土橋で連結。主郭の前方と後方に馬出しを配置した秀逸な縄張。 

主郭北東隅には物見櫓のような構造物があった。織豊系の城の代表例。 

 

 →   築城者・勢力・地域により、同時期であっても、設計や工夫に違いがある  
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② 「立地」に着目する楽しみ 

 

● 鎌刃城（滋賀県米原市） 

… 江南・江北の境目の城。 

応仁・文明の乱（1467～77）の頃には堀氏の本拠になっていたと考えられ、戦国時代には浅井氏に 

臣従。その後織田氏に降伏し、天正2年（1574）に追放。織田氏直轄領となった。 

 

→   城が築かれる場所にも、本質を知るヒントがある  

 

 

 

③ 「連携」を考える楽しみ 

 

● 玄蕃尾城と賤ヶ岳砦群 

… 陣城の構築合戦。柴田勝家・羽柴秀吉ともに数多くの陣城を築き、その数は合計で20以上にも及ぶ。 

→ 陣城の配置や縄張の違いから、双方の「戦略」が見える 

 

● 鳥取城・太閤ケ平（鳥取県鳥取市） 

… 天正 9年（1581）の鳥取城攻めの際に構築された、秀吉の本陣。 

鳥取城から、直線距離にしてわずか1.3kmほどの至近距離で対峙。 

一時的な場所とは思えない立派な構造と執拗な防衛力。太閤ヶ平と鳥取城の間に設けられた強靭な大防衛ライン。 

 

● 勝尾城筑紫氏遺跡（佐賀県鳥栖市） 

… 組織的なネットワークのあり方が明確。 

山上と山麓の居館、さらに支城群と城下町がよく残る戦国時代の城館。本城と支城との関係が一目瞭然に存在する。 

 

→  視点を引いて俯瞰で見ることで、戦術や構想、人や時間の動き、情勢や戦況の変化を辿れる  
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④ 「変遷」に注目する楽しみ 

 

● 鳥取城（鳥取県鳥取市）… 天正 9年（1581）の鳥取城攻め（第2次因幡攻め）で知られる。 

＊信長の命を受けた秀吉率いる3万余の大軍が、吉川経家と城兵ら計4,000が籠る鳥取城を包囲。 

城内への供給を絶ち、飢餓状態に追い込む兵糧攻めで開城させた。 

① 兵糧攻めの舞台になった鳥取城は久松山の山頂にあった土づくりの山城。 

（始まりは、因幡守護の山名氏か但馬守護の山名氏（山名祐豊）の築城） 

② 山上にある石垣は、開城後に入った宮部継潤と、その後に入った池田長吉によるもの。 

③ 山麓の石垣は、関ヶ原合戦後に池田長吉が山上から城の中心を移し、新たに構築したもの。 

 

→  必要性に応じて変化する。築城者・築城年にとらわれず、ひとつの城のなかに息づく歴史を見る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はありがとうございました。 

 
□ 萩原さちこ（はぎわら・さちこ） ／ 城郭ライター、編集者。公益財団法人日本城郭協会理事・学術委員会学術委員。 
小学 2年生のとき城に魅せられる。執筆業を中心に、メディア・イベント出演、講演、講座など行う。著書に『わくわく
城めぐり』（山と渓谷社）、『お城へ行こう！』（岩波ジュニア新書）、『日本100名城めぐりの旅』（学研プラス）、
『図説・戦う城の科学』（サイエンス・アイ新書）、『江戸城の全貌』（さくら舎）、『城の科学～個性豊かな天守の「超」
技術』（講談社ブルーバックス）『地形と立地から読み解く「戦国の城」』（マイナビ出版）、『続日本 100 名城めぐ
りの旅』（学研プラス）など。web、新聞などの連載、共著多数。http://46meg.com/ 




